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序

鹿児島大学構内遺跡郡元団地はこれまでの発掘調査の結果、弥生時代から古

墳時代まで続く水田稲作農耕を営む集落であり、現代まで各時期の埋蔵文化財

が包蔵されていることがわかってきました。本書は、1995年に実施した郡

元団地H－9区、現在の学術情報基盤センターの改修工事に伴う発掘調査の成

果報告書です。

この調査では、古墳時代から古代の時期の大きな溝と、そこから水田に水を

引くための水路を中心とする遺構が確認されました。南九州では数少ない、水

田に関係する資料を提供できたものと思います。

なお、当調査室は2005年度で20周年を向かえました。これを機に、当

調査室の年報に掲載していた調査報告を、『鹿児島大学構内遺跡郡元団地L－11．

12区一鹿児島大学稲盛会館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一』に続く、

単独の報告書、鹿児島大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書第2集として発行

する運びとなりました。

これからも少しでも迅速に、かつ充実した調査成果を提供できるよう努力し

ていきますので、関係の皆様のご協力とご支援をよろしくお願い申し上げます。

平成18年3月

鹿児島大学埋蔵文化財調査室長新田栄治



例
一
一
一

一

F．

1．本報告書は、鹿児島大学構内において、鹿児島大学埋蔵文化財調査室が1995(平成7)年度に鹿児

島大学構内遺跡郡元団地H－9区で行なった発掘調査成果をまとめたものである。付編として、宮

崎大学の藤原宏志教授(1995年当時）によるプラント・オパール分析結果を掲載した。

2．本書に掲載している発掘調査は、鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。調査時における図面・

写真の担当は以下の通りである。

中村直子・峰山いずみ・鮎川章子・梶尾弘子・竹本浩二・萩原龍一・羽生文彦・原田研二・春成

耕一・藤田紀子・山下浩太郎・山之口里香・脇なおこ・渡辺美晴

3.本書の作成にあたっては、埋蔵文化財調査室が行なった。担当者は以下の通りである。

遺物実測中村・清永千春・篠原美智子・福永美保子

写真中村・川島秀義

製図中村

作表中村・清永・篠原・福永

執筆中村

概要訳文新田栄治・中村

編集中村

4．本書掲載の出土の陶磁器について、渡辺芳郎氏（鹿児島大学法文学部）のご教授をいただいた。

5．本書で報告している遺物は、埋蔵文化財調査室の管理のもと、学内にて保管している。また、図

面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。
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凡例

1昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として、鹿児島大学構内におけるこれからの埋

蔵文化財調査室に便であるように、鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ヶ丘団地（旧宇宿団地）と

に設定した。その設置基準は、以下の通りである。

・郡元団地では、国土座標第2座標系(X=-158,200,Y=-42,400)を基点として一辺50mの方形地区割

りを行なった(Fig.3参照)。

2本報告書におけるレベル高は、すべて海抜を表し、方位は真北方向を示す。

3本書で使用した遺構の表示記号は、以下の通りである。

SK:土坑状遺構SD:溝状遺構P:ピット

4土層の色調は『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用した。

5遺物に関しては観察表を作成した。その標記、表現については以下の通りである。

調整：調整名称の前の（）は、調整方向を表す｡(－);横位方向､（｜）;縦位､(、);左上がりの斜位、

（／)；右上がりの斜位、（?)；方向不明、とした。→は、調整の新旧関係を表す。

色調：『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用し、この色調に当てはまらないも

のについては、「～に類似」と表記した。

胎土：粒子の大きさで、磯(2mm～)・粗砂粒(1～2mm)*砂粒(0.2～1mm)・細砂粒(0.2mm以下)に分

けた。また、砂粒の種類については、特定できないものは、その色調で表記した。胎士中の砂粒の

多さについては、便宜的にl～9の9段階に分けた。9：20％以上、8:15～20%、7:15%前後、6:

10～15%、5:10%前後、4:5～10%未満、3:5%前後、2:1～5%未満1:1%以下、とした。

6本文中の遺物番号は、挿図、図版、遺物観察表と一致している。
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1調査に至る経過

鹿児島大学では、平成7年に情報処理センター（現在の学術情報基盤センター）の増築を,伴う改修工

事が計画され、工事の設計等を担当する鹿児島大学施設部より、埋蔵文化財調査室へ埋蔵文化財の有無

の照会があった。周辺では、昭和58年と62年、2回にわたってセンター建設工事に伴う発掘調査が行わ

れており、古代の河川跡をはじめとする埋蔵文化財が検出されていた。また、旧センターより南東に’位

置する理学部でも古墳時代の集落と河川跡が確認されており、これらの地点に挟まれた本地点でも埋蔵

文化財が包含されていると推定され、埋蔵文化財発掘調査を実施することになった。

2調査の期間と体制

調査は、鹿児島大学埋蔵文化財調査室が行った。期間や調査の体制は以下のとおりである。

調査期間平成7年12月6日～平成8年3月19日

調査面積440㎡

調査体制

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室室長上村俊雄

調査担当主‘任中村直子

技術補佐員Ill粂山いずみ

作業員安,倍松伊都子鮎川章子石谷トキエ裳谷ミエ子岩戸エミ子岩戸トシ子岩戸トミ子

岩戸ミツ子上原文‘代諸|蕊lアキエ請園チリ臼田和吉宇都春子上床久美子梶尾弘子

小城サチ坂'二|ミエ子寺光ミツ子新海ミチ子末吉サチ子末吉ミヤ諏訪田ミツ子

瀬戸口論武Illノブ子竹本浩二田中ヒロ子谷口ノリ谷口ミヤ．永里幸子中原ス

ミエ中原マス子名j越ヒデ子中原スミエ中原マス子中村いつ子新原和子西庄司

西村チエコ野~ドヨシエ萩原龍一羽生文彦原田研二春成耕一藤田紀子福永シノブ

福永花江松下郁美松下オカル松下ミチ松村恵子本山美江子盛満アイ子盛満サ

ツ子矢住純子柳田二三子柳本照子山下浩太郎山之口里香横山アヤ子横山真由美

吉永幸子脇カズ子脇カツ子脇トキエ脇チリ子脇ツルエ脇なおこ渡辺美晴

3遺跡の位置と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は，薩摩

半島の北東部に位置する。東側には鹿児島湾（錦江

湾）が広がり，他の三方は姶良カルデラに由来する

シラス台地に囲まれている。

郡元団地は沖積平野の南端部付近に位置し，標高

約7inである。昭和26年以降，発掘調査が多く行わ

れているが,昭和59年までは旧字名等が遺跡の名称

として用いられてきた。県立医大遺跡，鹿児島大学

構内遺跡，付属中学校敷地内遺跡，釘田遺跡，水町

遺跡は郡元団地に含まれる。

郡元団地は縄文時代前期～近世の複合遮跡である

が,特に古墳時代の住居跡群が多く発見され,3つの

居住区に分けることができる(Fig.3I～Ⅲ)。中

央に位置する住居群の北側には河川流路があり，河

川跡埋土中からは弥生時代から古墳時代の木製品や

I
ダ

。

0

鼠晶
○ノ

Fig.1鹿児島市の位置

1



、

こ

Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置 国土地理院発行の2万5千分の1地形図（鹿児島南部）より
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木杭が出土している。また，平成9年度の工学部における調査では，弥生時代の水田跡が検出された。

古墳時代の水田跡はまだ検出されていないが，古墳時代の包含層中には多量のイネのプラント・オパー

ルが含まれており，稲作が継続的に行われていたと推定されている。

4調査の経過

調査は、表土を重機で掘削した後、プライマリーな層である2層以下を人力による掘削を行った。掘

削は基本的に層毎に行い、層の上面で遺構検出状況を確認し、遺構が検出された場合は遺構の検出写真

を撮影後､遺構のベルトおよび半裁部分の掘り下げ、

埋土観察、写真撮影、完掘写真撮影、測量等を行っ

た。遺物は2層以下の出土品については、全遺物に

ナンバーを･付し、出土地点のポイント測量を行った

後、取上げ作業を行った。

遺構は、5層上面以下7枚の面で検出したが、;検

出面ごとの遺構検出写真と完掘写真撮影を行ってい

る。調査区全面の掘り下げは15層上面まで行い、そ

れ以下はテストトレンチを2か所設定し、20層上面

までの掘削を行った。これらのトレンチからは遺物

や遺構が確認できなかったため､全面は掘り下げず、

調査を終了した。

なお、プラント・オパール分析を宮崎大学農学部

4

PL.1表土掘削前
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藤原宏志教授に依頼した。この分析結果については、付編に掲載している。

#謬蕊

5層位

本遺跡では、基本土層として1～19層までを確認

した。1～13層までが遺物包含層、5層上面、7層

上面、9層上面、11層上面、¥2層上面、13層上面、

14層上面で遺構を検出した。このうち4層は北側ほ

ど厚く堆積しており、5～12層は削平されている。

そのため、5．7．9層上面検出遺構は、北側の残

りが悪い。各層の説明は以下のとおりである。

1層上部30cm:貝殻層。暗灰黄色(2.5Y4/2)

砂質シルトを基調とする。

2層褐色(10YR4/6)シルト質砂を基調とする。

3層にぶい黄色(2.5Y6/4)シルト質砂を基調と

してId層土をブロックで含む。

4a層暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質砂。0.5cm大の

軽石を含む。黄色いパミス含む。

lb上層黄灰色(2.oY4/l)シルト質砂。パミスを

多く含む。鉄分浸透。

11)下層灰黄褐色(10YR5/2)シルト質砂。

Ic層暗灰黄色(2.5Y5.2)シルト質砂。軽石を多

く含む。

4d層黄褐色(2.5Y5/3)シルト質砂。8層土をブロ

ック状に含む。

4e層灰黄褐色(10YR6/2)シルト質砂を基調とし

て、1.1層をブロックで含む。

5層褐灰色(10VR6/1)シルト質砂。

6層灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト

7a層灰黄褐色(10YR6/2)シルト質砂。鉄分浸透。

7b層灰黄色(2.5Y6/2)シルト質砂、鉄分少し浸

透。

8層灰黄褐色(10YR6/2)粘質のシルト、マンガ

ン含む。

9層浅黄燈色(10YR8/3)砂質シルト。粘性なし。

Ill層灰褐色(7.5YR4/2)少し粘質。砂混じりシル

ト。パミスを含む。

10a層にぶい黄褐色(10YR5/3)砂質シルト。少し

粘性あり。マンガンを含む。

11層黒褐色(7.5YR3/1)シルト質砂。軽石(1-

2cm大）を含む。

12層灰黄褐色(10VR6/2)砂質シルト。細かい。

13層黒褐色(10YR3/1)シルト質砂。少し粘性あ

り。パミスを含む。0.5cm大の軽石を少し含む。
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西壁（北側）

6.0m

5.0m
－

－ ご一＝唾

4.0m

西壁（南側）

a:l～7cm大の軽石群

b:浅黄橿色(10YR8/3)粗砂.3～4cm大の軽石含む
c:aに同じ

d:上部は明褐色(7.5YR5/6)と白色の粗砂を基調とする,ラミナ,下部は3cm大の軽石を含む
e:白色の粗砂

f:にぶい黄燈色(10YR7/3)砂

g:にぶい黄燈色(2.5Y7/6)砂,縞状に堆積
h:白色の粗砂

i:灰黄橿色(2.5Y5/2)砂

j:にぶい黄燈色(10YR6/3)を基調とする粗砂
k:にぶい黄色(2.5Y6/3)粗砂

l:灰黄色(2.5Y6/2)砂
､:灰黄褐色(10YR5/2)砂質シルト，マンガン浸透，一部7層土をブロックで含む
､:灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト，マンガン浸透
o:7,8,9層土の混土

p:にぶい黄色(2.5Y6/3)シルト質砂,マンガンを含む
q:黄灰色(2.5Y6/1)砂質シルト,鉄分を含む
r:灰黄授色(10YR6/2)砂

s:灰黄褐色(10YR4/2)砂
t:5a層と5b層土の混土

u:明黄褐色(2.5Y6/6)粗砂
v:明黄褐色(2.5Y6/6)細砂,上部に粗砂あり

w:明黄灰色(2.5Y5/2)細砂
x:灰黄色(2.5Y6/2)細砂

y:灰黄褐色(10YR5/2)細砂
z:灰黄色(2.5Y6/2)細砂

A:褐灰色(10YR6/1)粗砂
B:b～dに同じ

C:にぶい黄色(2.5Y6/3)粗砂,Icm大の軽石含む
D:明黄褐色(2.5Y6/8)粗砂
E:13届土を基調とし,軽石操を多く含む

F:i4a層に類似,にぶい黄色(2.5Y6/3)砂層
G:11層土に同じ

H:ll層と12層土との混土

1:11層と12層土との混土，下部が砂質

J:上部は8層土基調で、9層土のブロックを含む，下部は8層土と12-13層土との混土
K:5cm大以下の軽石喋群

L:SD2埋土,灰黄褐色(10YR5/2)砂質シルト,マンガン浸透
M:13層土を基調とし,軽石磯が非常に多く含まれる
N:8層と9層土との混土

0：灰黄褐色(2.5Y5/2)砂層

Fig.5西壁層位断面図S=1/60
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14a層明黄褐色(2.5Y7/6)砂層。軽石を含む。

14b層にぶい黄燈色(10YR7/3)砂。

15層にぶい黄燈色(10YR7/3)粘質シルト。

16層黒色(7.5YR1.7/1)シルト。

17層黒褐色(7.5YR3/2)泥炭層。

18層黒色(7.5YR1.7/1)泥炭層。

19層灰色(5Y4/1)砂と泥炭の混土植物繊維が含まれる。

6遺構と遺構出土遺物

6．15層上面検出遺構(Fig.8)

5層上面からは、土坑状遺構が10基と溝状遺構1条が検出されたが、調査区の南側半分の5層は削平

され、4層が厚く堆積していた。そのため、遺構は北側に集中する。それぞれの遺構の詳細はTab.2のと

おりである。士坑状遺構は、長方形タイプと不定形タイプがある。これらのうち、SK4では埋土中に、針

金が巻かれ裁断された丸木が横倒しで検出された。他の土坑状遺構も含めて、西北西一東南東方向が長

軸方向であり、類似する用途のものであったと考えられる。

出土遺物(Fig.9・PL.3・Fig.1)

丸木以外の遺構出土遺物としては、陶磁器、土師器、土器などの小片が少量出土しているが、ほとん

ど遺構に埋設されたものではなく、埋土中に混入したものと考えられる。このうち実測できたのはFig.9

(1．2．67)の3点である。1．2は小片で特に2の表面は摩滅している。67はSK5出土品だが、銃弾で、長

さ3.3cm、径1.5cm、重さ30.8gである。これらの遺物の時期は近代以降と考えられる。

X=-158.715

！
SK3～

‐夕"‘ 4恥と5筋の境界

念二二、~ﾍ塾
一
一

ﾐニーニ

S

運
冨逗
調､達淵

SK11

Y=-43.105
1吋0

匡 一一一一一一二

Fig.75層上面遺構検出状況S=1/200
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Fig.85層上面検出遺構図S=l/50方位は上がすべて真北方向

=T--－I
I

一､一一一一

ﾛ 10cm

Fig9遺構出土遺物S=l/3

Tab.1遺構出土遺物観察表

PL.3遺構出士遺物

胎士

恥層種別器種部位 色調
混和材‘

lSK2白磁蓋口縁部紬薬:透明,素地:灰白5Y81細砂:黙色粒,白色粒

2SK11土器ロ縁部外面;浅黄掻10YR8/1.内而:浅黄燈10YR83,砿･粗砂:白色粒,黒色粒,透明粒，
器肉:灰白10YR7/1砂･細砂2白色粒,黙色粒,透明粒，

赤色粒

砂粒の

多さ

副雛

1全而施軸,回転ナデ(－）

5外而:ハケの打ち込み痕.内而:ナデ

1m

附考
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6．27層上面検出遺構

7層上面からは、溝状遺構とピット群が検出された。7層も南側は削平されており、遺構は南側に集

中している。SD2は1幅約60cm、深さは1(1～25cmで、やや南側に湾曲しながら東西方向にのびており、一部

北側に分||皮点が認められる。分岐点より北側にのびる部分は非常に浅く、プランが明瞭ではない。ピッ

ト群は淵より北側に多く認められる。直径16～40cmで、25cm前後が多い。深さは、15～50cmまで|幅があ

るが、ほとんど30cm以上である。配列、用途については不明である。この層はプラントオパール分析の

結果、水田層であると推定され、SD2は水田の水路である可能性が高い。

I

0 10m

Fig.107層上面遺構検出状況S=1/200

喧琴園

雰：勺璃

垂

PL.67層上面検出状況

左：7層上面遺構完掘（束から)，右:SD2検出状況
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6．39層上面検出遺構

9層上面からは、溝状遺構とピット群が検出された。SD3は、7層上面検出のSl)2の北側に平行し、南

北方向十時に分岐する。南北に分岐した部分は東西方向の溝より浅い。ピットは、SD::より南側に位置す

るものが多いが、配列等不明である。直径は20cm前後が多く、深さは10～46cmである。9層もイネ・プ

ラントオパールが多く検出され、水田面の可能性が指摘されており、SD3はその水路であると考えられる。
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左：9層上面遺構完掘（東から)，右:SD3完掘状況（西から）
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6.I11層上面検出遺構

11層_上面では、ピットを19基検出した。直径が50～16cmで、25cm前後のものが多い。深さは7～13cm

で、20cm以上の深さのものは11基ある。ピットは調査区の東側に位置し、西側ではほとんど認められな

い。配列は不明だが、ピットの集中するエリアがほぼ9層上面検出ピットが位置する地点付近である。こ

の層もイネ・プラントオパールのピークが認められ、水田面であると推定できる。
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6.512層上面検出遺構

12層上面では、やや蛇行しながら南北方向にのびるSD4と土坑状遺構13基、調査区西側に帯状の高まり

を検出した。SD4は2か所で東へ分岐し、北側は東に、南側はさらに南北方向に2方向に分岐するが、ど

ちらとも浅い。西側の高まり部分は、西壁層位断面図で観察すると、12層から掘り込んだSD6が埋まり

(Fig.5西壁c～j)、さらにその上に砂喋層（同図a．b・k・1)が堆積している。したがってSD6は、12層上

面から掘り込まれた遺構である可能性が高いが、12層土とSD5埋土との境界が判然としなかったため、調

査では13層上面で検出した。本稿では、13上面検出遺構として次節で紹介する。SD4はSD5埋土上の高ま

りを切っており、SD6より古い。
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6.613層上面検出遺構

13層上面では、溝状遺構SD6と、それに平行するSD5、ならびに北東角にSD9・10が検出された。また、

調査区東側には3か所のエリアに分かれた小さなくぼみのまとまりが検出された。SD6は前節でも述べた

ように、12層を切っており、本来は、12層検出遺構に含めるものであるが、調査時では13層上面で検出

したため、本節で紹介する。

SD6は幅約2.6m，深さ約70cmを測る。調査区中央部で二股に分かれており、北側に分かれる部分は、幅

約1m、深さ50cmで若干浅めである。埋土は砂磯で、軽石磯なども多く混入している。遺物は、土器片が1

点出土しているのみである。SD5はその東側に位置し、南北方向に走る。幅約80cm、深さ約15cmで、西側

に分岐部があり、SD6とつながっている。このことから、SD6と同様な溝状遺構が12層堆積前にも存在し

ていた可能性が高いと考えられる。SD5の北側は、東西にそれぞれ分岐している部分が認められるが、浅

くその輪郭は不明瞭である。

SD6の北側とSD6とSD5の間は、13層上面に高まりが認められるが、SD5より東側はほぼ水平で、小さな

くぼみのまとまりが3か所で確認できる。くぼみには、上層の12層土が埋まっていた。

X=-158.715

I

0 1伽 Y=-43.105

A

A‘

5.0m

B B'

5蒲0m

0 1m

Fig.1413層上面遺構検出状況平面:8=1/200断面:8=1/50
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PL.1013層上面検出遺構

左上：13層上面検出状況（東から)．右上:SD5検出状況（南

から)，左二段目：13層上面遺椛完掘状況（東から)．右二

段目:SD5完掘状況（北から).左三段目:SD6完掘状況（西

から)．左最下段:SD6埋土断面，右三段目:SD5埋土断面．

左最下段:SD56完掘状況（北から）
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6.714層上面検出遺構

14層上面では、調査区北側に溝状遺構2条、調査区南西部に土坑状遺構7基、中央部にピットを24基

検出した。溝状遺構は、SD7が幅90cm、SD8は1.6mで深さは浅い。13層上面検出のSD6に切られているが、

SD6の方向に底面が傾斜しており、SD6もしくは同様の溝が存在していた可能性は高い。

南西部の土坑群（SK38．39．41．42～44．46)は、いずれも楕円形状の不定形を呈している。SK38は

SD6に切られ、SK44と46は調査区外に広がっているので、全形を確認できたものはSK41～43のみである。

大きさは長さ2.5～4m、幅1.2～2.5mを計る。いずれも底面が丸く、土坑の外側や底面に複数のピットを

伴うものが多い。ピットの大きさは様々であるが、深さは深いもので15cm、ほとんど10cm前後で浅い。

SK38．39．41．43．46は埋土が2層に分層できるが、SK42．44はその上層である13層土のみが堆積してい

る。前者の深さは、21～28cm、後者の深さは18cm前後でいずれも浅い。遺物も出土しておらず、性格は

不明である。

ピットは深さ7～28cm、ほとんどが10cm前後で浅い。配列等も不明である。14層は砂層で、これらの

ピットが人為的なものであるかは不明である。

X=-158,715

！

0 1伽 Y=-43.105

Fig.1514層上面遺構検出状況8=1/200
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PL.1114層上面検出遺構(1)

左上：14届上面検出状況（東から)．右上:SD7．8完掘状況

（西から)．左二段目：西側遺構検出状況（西から)，左三段

目：14届上面遺構完掘状況（東から)．左最下段:SK37検

出状況（西から)．右二段目;SK38検出状況．右三段目:SK38

埋土①除去後（南から)．左最下段:SK38完掘状況（東から）

21



▲要

ジ

蕊両

■両

F唾

童零壷璽
＝一一一

富
Ｉ
ｑ
１
３

溌 蕊議譲雲
ゴーモヨ

産－－:謹夏蓋善鍔蕊ま罪琴
一

垂
…
面
壁
二
二

麓雲蕊謹謹霊
盃

14層上面検出遺構(2)

左上:SK39埋土①除去後，左二段目:SK39埋土②断面，左三段目

PL.12
酉.~富
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PL.1314層上面検出遺構(3)

左上:SK43完掘状況，左二段目:SK44埋土検出状況．左三段目:SK44埋土①除去後．左最下段:SK44完掘状況．右上:SK46埋土検出
状況（南西から)．右二段目:SK46埋土①除去後（南西から;.右最下段:SK46完掘状況（南から）
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Tab.2遺構一覧(1)

検出面適構名濡（鷺）濡 埋土 備考

5層上面SK2 16537.8黄灰色(2.5Y5/1)砂混じりシルトに、燈色磁器・土師器・土器少

(7.5YR6/8)砂質シルトがブロック状に含愚出土しているが、い

まれる。特に、西側底近くに多い。ずれも小片。SK14に切

られる。

5245．94層士

5244黄灰色(2.5Y4/1)シルト質砂に、暗灰黄色

(2.5Y5/2)シルト質砂ブロック

(2.5Y6/3)にぶい黄色シルト質砂ブロック

と約3cm大のパミスを含む。

22336．54層士土師器と土器の破片・

銃弾出土。

6010.1黒褐色(10YR3/1)シルト質砂ににぶい黄色SDIに切られる。

(2.5Y6/3)のブロックと5nnn大のパミスを

含む

6726黒褐色(10YR3/1)シルト質砂ににぶい黄色
(2.5Y6/3)のブロックと5mni大のパミスを

含む

7517.8黒褐色(10YR3/1)シルト質砂ににぶい黄色
(2.5Y6/3)のブロックと5nim大のパミスを

含む

6318.2褐灰色(10YR4/1.5)褐灰色～灰黄褐色シル土師器出土

ト質砂。にぶい黄色(2.5Y6/3)シルト質砂

のブロックと粗砂を含む。1cm大の軽石を含

む

13024オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質砂北側部分,撹乱により削
平されている。

6818．4埋土①：黒褐色(10YR3/1)シルト質砂にに埋土中から丸木出土。

ぶい黄色(2.5Y6/3)のブロックと5m大の
パミスを含む。埋土②：褐灰色(10YR4/1)

シルト質砂。5mm大のパミスを含む。鉄分浸

透

4010.34層土

5032.2埋土①：褐灰色(10YR4/1)シルト質砂。5

~10mm大のパミスを含む。鉄分浸透。埋土

②：黒褐色(10YR3/1)シルト質砂。

350

5層上面

5層上面

SK3

SK4

140

124

5届上面SK5

5層上面SK6

405

230

5層上面SK7 152

5層上面SK10 97＋a

5層上面SK11 65

5層上面SK13

5層上面SK14

200

5層上面

5層上面

92SK16

SDI

北側にのびる分岐点あ

り。

6層土7層上面SD2 63

十字形に交差する。69～8010cm8層土

前後
9層上面SD3

いずれも不定形で、浅

め。特に、調査区南西

側、SD4近くに集中して

いる。

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

11層土

①褐灰色(10YR4/1)シルト質砂,②にぶい
黄燈色(10YR7/3),③暗灰色(N3/)シル
ト質砂,④灰黄褐色(10YR4/2)細砂

面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面

上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上

層
層
層
層
層
層
層
屑
層
層
層
層
層

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

16.5

23.3

14.4

14

12．5

18

15.8

24.3

8

22

16

18.5

25cm

前後

７
０
０
０
８
４
５
２
３
６
５
１

１
７
８
７
、
５
、
４
、
５
・
０

１
１
１
１
２
１
３
４
２
２

８
５
４
８

７
０
８
４
０
８
５
５
６
３
６
７
６

．
６
８
７
６
１
、
２
・
５
４
、
６

９
１
１
８
６
２

４
３
５
９

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
４

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ 二箇所で東側に分岐す

る。分岐部は浅い。
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Tab.3遺構一覧(2)

検出面遺構名篇（霞）鶴 備考埋土

13層上面SD5

13層上面SD6

8010～20灰黄褐色(10YR6/2)細砂。

29070①上部は灰白色(5Y7/2)細砂,下部は明赤褐色

(5YR5/8)細砂,②明赤褐色(10YR5/8)細砂で3～

4cm大の軽石磯群を含む,③にぶい黄褐色

(10YYR5/3)砂と灰白色(5YR7/2)粗砂が縞状に堆

積,④にぶい黄褐色(10YR5/3)細砂，⑤灰白色

(5Y7/2)粗砂

3017.8黒褐色(10YR)砂質シルトを基調として、にぶい黄

褐色(10YR5/3)シルトの1cm大のブロックと軽石を

少し含む。

5028(10YR6/2)粗砂まじり細砂。

25.510灰黄褐色(10YR6/2)細砂。

17．93灰黄褐色(10YR6/2)細砂。

13層上面SK29 59

13層上面

13層上面

13層上面

SK30

SD9

SD10

64

14層上面SK37

14層上面SK38

9．5褐灰色(10YR4/1)シルト質砂,0.2～2cm大の軽石を
含む。

25.3Q)13層土と細砂との混土。②浅黄色(2.5Y7/3～4)

シルト質砂.13層土の混ざりが多い。1～3cm大の
軽石を含む

19.9c13層土と細砂との混土。②浅黄色(2.5Y7/3～4)

シルト質砂,13層土の混ざりが多い。1～3cm大の

軽石を含む

13層土と細砂との混土。

22.9c13層土と細砂との混土。②浅黄色(2.5Y7/3～4)
シルト質砂,13層士の混ざりが多い。1～3cm大の
軽石を含む

18.313層土と細砂との混土。

6060

346

14層上面SK39 221154

14層上面SK40

14層上面SK41 264223

14層上面SK42 187140

恥検出耐濡濡
PI21.641.3

P213．441.7

P344．919.5

P423．737.7

P52311．7

P625.130．5

P721.954.5

P823.638.6

P921．241．6

P1045.537.9

Pll27.553.3

P1223.237.1

鯛7層上26.226
2656．9

P151938.2

P1627．949.6

P172440.9

P1816.710

P1925.234．7

P2018.628．6

P2121.229．1

P222131．2

P2331.439．3

P2424.533.9

P2547.836．5

P2617.113.9

雌検出爾濡
深さ

(era) 恥検出爾濡
深さ

(cm)

５
１
９
２
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１
６
６
５
０
０
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６
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２
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２
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１
５
２
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２
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２
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５
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深
化検出面

11層上

12層上

13層上

Na

P27

P28

P297層上
P30

P31

23.7

28.8

22.4

21.2

32

13.9

18.6

43.4

30.7

23.8

P53

P54

P55

鱒9層上
P58

P59

P60

２
７
２
２
５
８
６
０

２
．
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１
１
２
２
２
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７
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７
６
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９
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●
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４
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４
２
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１

０
１

恥
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函
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一
睡
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函
聴
蹄
吋
脇
函
剛
畑
唖
恥
剛
蹄
恥
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恥
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叩
、

上層９

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
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０
１
２

３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
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４
９
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２
２
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６
５
２
１
２
８
５
８
６
２
７
１
７

．
．
．
．
５
・
・
３
２
２
．
、
２
１
・
２
．
２
．
．
．

５
７
３
８
５
３
８
２
５
０
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８

２
３
２
１
２
３
１
２
２
３
１
２
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５
１
４
７
４
２
６
２
７
４
６
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９
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１
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．
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．
．
．
・
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２
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９
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０
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２
５
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４
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１
２
１
１
２
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２
１
１
２
２
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２
１
１
１
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３
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５
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０
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６
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６
６
６
６
６
６
６
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６
７
７
７
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７
７
７
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Ｐ
Ｐ
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7包含層出土遺物

遺物包含層からの出土遺物数は、約700点である。層ごとの出土状況を見ると、4層出土遺物が多く、

ついで3層出土遺物となっている。なお、時期が詳細に分かる遺物は少ないが、近代の陶磁器等は3層

まで、近世の遺物包含層は4層以上、中世の遺物包含層は5層上面以上で出土している。それ以下は土

師器や土器片、縄文時代土器等の遺物が数点出土しているが、いずれも小片で少なく各層の時期は確定

できない。最下の遺物包含層は13層であるが、それには古墳時代の土器が包含されていることから、13

層の時期の上限は古墳時代で、それ以上の層に含まれる古い遺物は、周辺からの混ざりこみであろうと

考えられる。遺物の詳細については、観察表を参照されたい。
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Tab.41-3層出土遺物観察表

胎土

恥層穂別巽殖部位 色副
混和材

31古城高杯口縁部外面：明赤禍5Ⅷ5/6，内面：浅黄樋砂：凧色粒，透明粒，赤色

10YR8/3．洩黄樋7.51(1(8/6.器肉：浅黄粒，細砂：黒色粒，透明粒，

樋10Ⅷ8/4赤色粒

41土師器？口縁部外面：浅黄樋7.5Ⅷ8/4，浅黄樫砂：黒色粒，細砂：透明粒

7．5YR8/5，内面：にぶい掻7.5YR7/4，

器肉：にぶい栂7.5YR7/3

51土師器杯底部外面：にぶい黄樋10YR7/2,内面：浅黄粗砂：赤色粒，黒色粒，砂：

授lOYR8/4,黄肉：浅黄蛭lOYR8/4赤色粒，黒色粒，白色粒，細

砂：透明粒．

61薩摩焼？口縁部紬薬：掲灰（不透明紬l)10YR4/1.素砂：白色粒，黒色粒，赤色

地：にぶい黄橿l0YR7/2に類似粒，細砂：肌色粒，透明粒

71薩摩焼宛底部紬薬：灰オリーブl0Y5/2，素地：明赤碗：白色粒，粗砂：白色粒，

褐5Y5/6黒色粒，砂：白色粒，黒色

81陶器緬鉢底部紬薬：灰オリーブ7.5Y4/2，素地：明赤粗砂：白色粒，細砂：白色

褐2.5YR5/6粒，肌色粒

91陶器蓋ロ縁部紬薬：灰オリーブ7.5Y4/2に類似，素粗砂：白色粒，砂：白色粒，

地：にぶい赤禍5YR5/3照色粒，細砂：白色粒，黒色

101白磁？p縁部紬薬：透明，素地：白N9／砂：黒色粒，細砂：黒色粒，

111磁器碗口縁部紬薬：透明，索地：灰白5Y7/1

121

131

陶器

磁器

？口縁部紬薬：透明．素地：白N9／

碗口縁部紬薬：透明，素地：灰白5Y8/1

砂：白色粒，黒色粒，細砂：

白色粒，黒色粒

砂：赤色粒

細砂：白色粒，黒色粒

141磁器皿底部紬薬：青みがかった透明，素地：白K9／砂：赤色粒，細砂：黒色粒，

赤色粒

151磁器皿口縁部紬薬：透明，素地：灰白K8／絹砂：白色粒，黒色粒

163縄文深鉢口縁部外面：にぶい黄概10YR5/4,内面：黄樋粗砂：瓜色粒，角閃石，砂：

IOYR5/6,器肉：明黄柾10YR6/8黒色粒，角閃石，石英，細

砂：黒色粒，石英

173古填？翌口縁部外面：にぶい柾7.5YR6/4,内面・器粗砂～細砂：白色粒，黒色

肉：にぶい黄樋10Ⅷ7/2粒，角閃石，石英，赤色粒

183土師器？杯口縁部外面：褐灰7.5YR4/2,内面：褐灰細砂：赤色粒

lOYR4／1

193土師器皿底部外面：にぶい黄柾10YH7/3,内面：にぶ砂：赤色粒，細砂：黒色粒，

い黄椴l0YR7/4赤色粒，白色粒

203土師器杯底部付近外面：灰5Y4/1，内面：にぶい柾微細砂：白色

5Ⅶ7/4，間台内面：灰白2.5Y8/2

213瓦器火鉢縁部～庭外面：暗灰黄d2.5Y5/2,内面：灰白5砂・絹砂：白色粒，赤色粒

Y7/1，底面：灰5Y5/1，口唇部上面：

灰N4／

223土師器鉢底部表面に鉄分付笹のため一部のみ：灰鉄分魅のため不明

5Y6/1

233磁器蓋外面：灰白lOY8/1（透明紬).内面・微細な白色粒

磁胎：白色

243磁器皿口縁部白（透明紬）微細な白色粒

253磁器椀口縁部明青灰5B7/lに顛似（透明紬).呉須

はコバルトブルーを基剛

28

砂粒の

多さ

調整

1外面：ミガキ（－），内面：ナデ

（一）

l外面：回転ナデ（－），内面：回

転ナデ（－），ナデ（、）（／）

備考

l外面：回転ナデ，底面：糸切り痕汚れ付藩，底径§

（6.8）函

1全面施袖．内面：一部無紬の箇所

あり，内外面：ロクロによる回転

ナデ（－）

3外面：施袖（底部に一部無紬の箇

所あり），回転ナデ（－），内

2全面施紬，外面：ナデ（－），内

面：梱鉢状

1外面上部のみ施紬，内面：ロクロ

による回転ナデ（－）

l全面施紬．

1全面施紬，ロクロによる回転ナデ

（－）

l全面施紬．

l全面施紬，ロクロによる回転ナデ

（－）

1商台内面のみ無施紬，外面：回転

ナデ（－），高台内面：回転ナデ

】全面施紬，ロクロによる回転ナデ

2外面：棒状工具による沈線文と刻

目，内面：棒状工具による沈線

文，施文工具によるナデ

1Op外面：ヨコナデ，内面：ナデ

l7C

底径：（10．3）cTp

l8C？

任地産,l9C第二四半紀～

聯末

外面：呉須による蚊花模

様の絵付け，内面：口緑

部直下に呉須による絵付

け，口径：（9.6）c、，

肥後焼，18C後半

外面：白濁，貫入あり，

口縁部直下に圏線1条，

内面：貫入あり，肥前

焼か？

底径：（10.6）c､，l8C

末～1虻前半，肥前焼か

平佐焼

銅版転写

指宿式

l外面：ミガキ，内面：ハケのちミ

ガキ

2ナデ外面鉄分若干付軒

1ナデ？ 全体に摩滅している

1－5外面・底面：ナデ，内面：ハケの外面に、草文のスタンプ

ちナデ

不明

1回転ナデ

l全面施紬

鉄分付藩

型打ち成形，輸花皿

肥前焼
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Tab、54層出土遺物観察表

恥層楢別器顛部位 色詞
混和材

胎土

砂粒の

多さ

調禁 備考

264縄文深鉢口縁部外面・器肉：5にぶい赤褐色5YR5/4，粗砂：白色軽福，砂．細砂：lOp外面：縦方向のケズリ状のナデの刻み目一条突帯・

内面：にぶい黄椛色lOYR5/4角閃石・石英，白色粒ちナデ，内面：条痕のちナデ．

274弥生礎口緑部にぷい黄樋lOYR7/2．内面屈曲部付粗砂：赤色粒，砂・細砂：白5p弱ヨコナデ黒髪式系断面に接合線

近：黒斑のため黒灰色色粒，灰色粒，石英，肌色粒が認められる．

284弥生蝿口縁部外面・内面：にぶい栂2.5Y6/4（赤色粗砂：石英，白色粒，砂・細8pハケのちナデ弥生時代後期か？喪面摩

顔料塗布か？），内面一部：灰黄砂：石英，白色粒，角閃禰減．外面に、赤色賦料蛾

2．5Y7/2・黒色布．

294弥生壷胴部外面：にぶい樋2.5V6/4，内面・器雛：灰色粒，砂・細砂：白色1－5外面：ヨコナデ，内面ハケ（－）弥生中期か？突帯は若干

肉：灰5Y6/1粒．石英，角閃石pのち丁寧なナデ．粗雑．

304古填聾口縁部外面：灰N6/，内面・器肉：にぶい黄砂・細砂：石英，角閃石，軽5p外面；ヨコナデ．内面：ナデ東原式か？、外面に一条

樋lOYR7/2石の刻目突帯，刻目はへう

状の工具による施文．

314古喰曳口縁部外面・器肉：にぶい黄柾lOWW/2，内粗砂：白色軽石，砂・細砂:5p突帯付近：ヨコナデ，他：ナデ？笹貫式．表面が若干摩

面：にぶい黄樋10Ⅷ7/2・一部にぶい角閃石，石英・白色粒，鼎色減．突帯下面は粘土接合

樫5YR6/4粒部にて欠拙．外面：若干

スス付着．

324古噛蝿脚部外面・内面：灰白2.5Y8/2，淵肉：に砂：白色粒，細砂：白色粒，1－5外面：ヨコナデ，内面：ナデ(/-）

ぷい橿7.5Y6/4黒色粒，石英？p

334古噛？識底部外而：赤禍2.5V5/4，内面：にぶい椴礎：軽石,灰色粒，棚砂：軽lOP外面：ハケ？のちナデ，底面：ナ少しふくらむ平底．

5YR6/4，器肉：外面・内而に同じ石粒､黒色粒，砂・細砂：白デ．内面：ナデ？

色粒，照色粒，石英

3．1．1古噛財底部外面：鉄分付着のため不明．内面・細砂：白色粒l鉄分付着のため調盤不明表面に鉄分付秘．底面の

器肉：淡黄2.5V8/3形状は、緩やかにふくら

む平底．

354古蝋？研杯脚部外面：にぶい樋2.5YR7/4．7．5Y磯：赤色粒，軽石粒，棚砂・5－10外面：ハケ（一）のちナデ，内表面摩滅

5/4，内而・器肉：灰色5V5/1砂・細砂：赤色粒，熊石粒，p面：ハケ（一）（／）のちナデ．

石英角閃石

364須忠器ハソウ？口縁部外面：禍灰10Ⅷ5/1，内面：褐灰雛：赤色粒，砂・細砂：白色1回転ナデ．

lOYR5/1，器肉：灰赤2.5眼6/2粒，黒色粒

374須忠器ハソウ？胴部外面・器肉：灰N6/，内面：灰5／細砂：白色粒1回転ナデ．

384須恵器現？阿部外面・器肉：灰N7/，内茄：灰N6／雛：白色粒，柾色粒，砂・細2胴部：タタキ，繭部：ヨコナデ．

砂：白色粒

394瓦器？佃鉢口緑部外面：にぶい黄樋10Ⅷ7/2，内面：灰砂・細砂：白色粒，肌色粒，2外面：ナデ？，内面：ハケのち凹内面：綾方向の凹線5＋<m

N4／赤色粒，石英線．条．外面非常に摩滅

404土師器杯口縁部浅黄燈lOYR8/3細砂：黒色粒，白色粒，赤色1回転ナデ

粒

414土師器杯底部外面：明褐灰7.5V7/2，間台内面：褐細砂：赤色粒，白色粒2ナデ表面摩滅

灰7.5Y6/2，内面：灰N6／

424土師器杯底部外面：浅黄柾l0YR8/4，内面：浅黄樋細砂：赤色粒，白色粒2回転ナデ表面摩滅

lOYR8/3，器肉：洩戯柾lOYR8/3，

434土師器碗底部外面：浅黄柾10YR8/‘1，内詞：灰白砂：赤色粒，照色粒．細砂：l外面：回転ナデ，内面：晦滅のた底径：（6.2）cm

lOYR8/2，器肉：浅黄慨lOYR8/3，高透明粒，黒色粒め不明瞭

台内面：浅黄椎101W8/3

444土師器杯底部淡黄2.5Y8/3細砂：白色粒，胤色粒2外面・内面：回転ナデ，弼台内

面：ナデ．

454土師器杯底部にぶい樋7.5Y7/4細砂：黒色粒2外面・内面：回転ナデ，底面：ナ

デ

464土師器杯底部

474土師器杯底部浅黄燈10Ⅷ8/3細砂倉黒色粒，白色粒，赤色l摩滅のため不明表面摩滅．

484土師器杯底部浅黄燈lOYR8/3細砂：黒色粒，白色粒，赤色1外面・内面：回転ナデ？，底面2

粒糸切り．底面に粘土粒付蒲．

494土師器皿底部外面：灰白10Ⅷ8/2．内面：にぶい黄砂：黒色粒，細砂：典色粒．l底面：糸切り痕スス付若
橿10Ⅷ8/3，器肉：黄概IOYR7/6透明粒．赤色粒

504土師器皿底部外面2淡黄2.5V8/3.内面：灰白砂：無色粒，赤色粒，細砂：l底面：糸切り痕

2．5V8/2，器肉：灰白2.5Y8/2，浅黄黒色粒，赤色粒

橿7.5YR8/6

514土師器杯底部外面・内面：7．5Ⅷ6/‘1
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Tab、65～13層出土過物観察表

恥層穂別器種釧立 色調

605古噴喪口縁部外面：にぶい慨7.5YR7/4，内面：

樋7.5YR7/6，器肉：褐灰7.5飛5/1

618弥生聾口縁部外面：にぶい樋7．5YR7/4，内面：

にぶい樋7.5YR7/4，器肉：灰白

lOYR8／1

628古墳？蔓脚部外面：にぶい黄橿101.R7/3，内面：

慨7.5YR6/6，器肉＄赤禍5Ⅷ4/6

638古頃喪か鉢口縁部外面：にぶい樋7.5YR6/4，内面：

椎5Ⅷ6/6，器肉：栂5Ⅷ6/6

6513縄文深鉢口縁部外而：にぶい慨7.5YR6/4，内面：

にぶい歯椛l0YR6/3，器肉：黄灰

2．5V‘1／1

6613古墳喪脚部外面：浅黄樋lOYR8/3，脚部内面：

樋51R6/6，底部内面：オリーブ黒

5Y3/1，器肉：樋5YR6/6

油層 種別 サイズ（c､）

“8軽石製品 6.2×5．5×3．0

胎土

混和材

磯：白色粒．赤色粒，粗砂：白

色粒，黒色粒，透明粒，砂・細

砂：白色粒，鼎色粒，透明粒，

赤色粒

雛：白色粒，粗砂・砂：白色

粒．黒色粒，赤色粒，細砂：白

色粒，黒色粒，赤色粒

粗砂：白色粒．透明粒．砂；白

色粒，黒色粒，透明粒，赤色

粒，細砂：白色粒，肌色粒，透

明粒

粗砂：白色粒，肌色粒，砂：白

色粒，黒色粒，透明粒，細砂：

白色粒，黒色粒，透り1粒

棚砂：白色粒．砂：白色粒，蝋

色粒，細砂：白色粒，1M色粒

雛：白色粒，粗砂：石英，白色

粒，砂：石英，角閃石，白色

粒，細砂：石英，白色粒，蝋色

粒

亜吐（9）

25.6

砂粒の

多さ

調釜

4外面：ナデ（一），内面：ナデ

（－）

備考

3外面：ヨコナデ（－），内面：ヨ入来II式内面：粘土

コナデ（－）が盛り上がっている．

3外面：ナデ（？），内面：ナデ

（－）

内面：接合痕あり，底

掻：（7.3）c、

3外面：ユビオサエ，ナデ（－），三角突幣1条，突緋部分

内面：ヨコ方向ナデ（－）は不明瞭である．

3外面：ナデ（一），内面：械禍砿外面：刻目突帯1条

あり

3底部外面：粗いミガキ（－），脚

部外面：突帯より上方ミガキ

（－），接合部ユビオサエ，突待

上面接合部の粘土が明瞭，突帯下

面粗いミガキ（－），突帯より下

方ミガキ（－），底部内面：ナデ

（－），脚部内面：ナデ（－）

底径：（9.4）c､、脚端

部近くに一条突帯をめ

ぐらす．

8まとめ

本調査区で確認した遺構・遺物について、その状況から以下の3つのグループに分けることができる。

1）5層上面以上の遺構・遺物

2）5層以下、11層上面以上の遺構・遺物

3)11層以下、15層上面までの遺構・遺物

1）では、3．4層に遺物が多く包含され、5層上面で遺構が確認できた。遺物は、縄文土器から近代

陶磁器まで多時期にわたるが、いずれも小片で、特に土師器や土器は摩滅しているものが多い。これら

の最下層にあたる5層上面検出遺構では遺物がほとんど出土しなかったが、埋土に4層土が混入するこ

となどから、4層の時期とほぼ同時期と考えられ、4層出土遺物から近代のものであろうと考えられる。

2）は、遺物によって7層上面とそれ以下で分けることができる。7層上面までは中世以降の磁器や土

師器も包含されているが、7層以下では、時期不明の土師器片が含まれるものの、古墳時代以前の遺物

を包含し、明らかに中世以降の遺物であると判別できる遺物を含まない。しかし、7層上面遺構と9層

上面遺構の様相は、SD2とSD3の方向や規模、ピットの多さや深さなど類似しており、ある程度連続した

遺構であると考えられる。

プラント・オパール分析結果を見ると（本書付編)、2～9層まで連続してイネ・プラントオパールの

ピークがあり、稲作が推定されている。7．9層上面遺構も水田の水路と考えても矛盾がない。また、

11層上面遺構のピット群はその性格は不明だが、ピット大きさや配置が9層上面検出ピットに類似する。

この層でもイネ・プラントオパールのピークがみられ、稲作跡の可能性が指摘されている。10層は砂層

で、河川氾濫による堆稿物である可能性が高いことを考慮すると、11層の水田跡が河川氾濫による砂で

埋没後、9層以上で再び水田による稲作が連続的に営まれたと推定することができる。ただし、プラン

ト・オパール分析の結果から、10層までは低湿地である一方、8層より上層ではタケ類が現れ、水管理

が行われた稲作であると推定されている。これは、11層上面の遺構と7層上面の遺構の性格が異なるこ

可能性を示唆しており、11層上面遺構に溝状遺構が欠落していることと関連するかもしれない。
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Tab、7各層の出土遺物数

屑・

遺榊
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赤線:12届上面遺構

背線:13層上面遺構
緑線：14屑上面造描

V劃3‘1050
1鈴E

Fig.2012層以下の遺構と周辺の遺構8=1/400
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層位的には、昭和58年．62年の調査で確認された溝状遺構D-2と3a号溝が、本調査区7層上面検出遺構

の時期に対応する。また、9層が昭和58年調査区の水田面と推定された9層と同一層で、整合性が認め

られる。

3）は、SD4・SD6を中心とした遺構群としてとらえることができる。これらの埋土は砂喋や細砂で、小

河川もしくは水路であった可能性が高いと思われる。SD6の主流は西側から南側へ蛇行するラインであり、

さらに中央部で分岐して北側にも伸びている。旧調査区では、東西方向に流れる大きな瀧状遺構が確認

されており、そこから水を引く水路であったと考えられる。SD6の東側にはそれと平行したSD5があり、

東側の水田面に水を引いたと考えられる。また、SD6が埋没した後SD4が作られているが、そこからやは

り東側に細い溝が分岐しており、12層上面遺構は13層上面遺構と類似した遺構の配置となっている。い

ずれの面も調査区東側の面がほぼ水平で、水田面であったと推定できる。

14層上面検出のSD6．7．8はその位置関係から、昭和58年調査で検出された瀧状遺構5に続くものであ

ると考えられる(Fig.20)。ただし、溝状遺構5は溝状遺構D-2．3a号溝に切られており、出土遺物もなく、

時期や全容が判然としない。

遺構の層位的な新旧関係を整理すると、新しい遺構から順に以下のように位置づけられる。

3b号溝（昭和62年調査区）・SD4→SD6→SD5→溝状遺構5(昭和58年調査区）.SD7．8

SD6と3b号溝は、若干SD6が小規模ながらほぼ平行しており、SD6の代わりに3b号溝が造られ、3b号満か

ら南側へ水を引いていたのがSD4であったと推定できる。また、溝状遺構5とSD7．8がそれより古い溝状

遺構として位置づけることができる。時期については、SD6からは遺物は出土していないが、3b号溝では

古代の土師器がある程度まとまっており、SD6も近い時期であろうと考えられる。溝状遺構5．SD7．8に

ついては、検出面直上の13層に古墳時代（おそらく、笹貫式）の遺物が最新の遺物として包含されてい

ることから、古墳時代後半期を下限と推定できよう。

なお、15層上面からは遺構は検出できなかったが、イネ・プラントオパールのピークがあり、この面

も水田面である可能性が指摘されている。

本調査区付近では河川跡が確認されており、本調査区はその氾濫原と考えられる砂層に少なくとも2

回覆われているdo層・14層)。しかし、それぞれの上下の層で稲作の痕跡が認められることから、ある

程度連続的に水田が営まれたことがわかる。
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付編鹿児島大学構内遺跡（郡元および桜ヶ丘）におけるプラント・

オパール分析

宮崎大学藤原宏志

1996年3月15日、鹿児島大学郡元団地および桜ケ丘団地で採集した土壌試料に関するプラント・オ

パール分析結果について、次のとおり報告する。

1分析試料

郡元団地：18試料

桜ヶ丘団地：14試料

2分析方法

供試試料は宮崎大学農学部地域農学研究室でプラント

（ガラス・ビーズ法)により処理分析された。

3分析結果

分析結果は別表および別図に示した。

オパール定量分析法

4分析結果の検討

1郡元団地について

1)2層から9層までは多量のイネが検出される。おそらく連続的に稲作が行われたものと思われる。

10層ではイネが認められない。洪水などによる火山灰の2次堆積層であろう。11層でイネのピー

クが認められ、プラント・オパールの量から稲作跡と見られる。14層は火山灰の2次堆積層である。

15層で、またイネのピークが認められ、ここにも稲作層が存在すると思われる。

2）9層より下層ではヨシが多量に検出される。9層堆積以前は周辺にヨシの繁茂する低湿地が広がっ

ていたのであろう。

3）8層より上層ではヨシが消えタケ類が現れる。8層堆積以降は水管理が行われ、安定した稲作が行

われたものと思われる。

4）各層でキビ族プラント・オパールが散見される。ヒエがイネとともに生育していたものと思われ

る。とりわけ、15および16層で多量に検出されている。おそらく、イネとともに食用として利用

されていたのであろう。

（2）桜ヶ丘団地について

1）3層（アカホヤ）より下層の6層ではキビ族のプラント・オパールが認められる。キビ族にはヒエ、

アワなどのいわゆる雑穀類が包含されており、これらの土層堆積時に初期的な農耕があった可能‘性

も考えられる。

2）6層ではタケ類(ササ属）とともにウシクサ族（ススキなど）が検出される。広葉樹に由来するプラ
ント・オパールも共伴しており、焼畑が行われていた可能性もある。

編集者より

この報告での、「郡元団地」が本報告書の鹿児島大学構内遺跡郡元団地H-9区にあたる。「桜ヶ丘団
地」は別地点の調査(未報告）における分析結果だが，いただいた報告をそのまま掲載した。
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Summary

ThisisthereportofthearchaeologicalexcavationinAreaH-9KagoshimaUniversity

KorimotoCampusconductedbyKagoshimaUniversityResearchCenterfor

ArchaeologyfromDecember1993toMarch1994.

ThecenterexcavatedthesiteoftheComputingandCommunicationsCenterbeforeits

buildinganextension・Manyartifactswerecollectedbytheexcavation.Theyinclude

manykindsofsherdsfromtheJomontotheKofunperiodsandalsothoseofthe

medievaltimes.Stoneimplementswerealsofound・Theexcavationrevealedcultural

remainsandartifactsbetweenthelayer2andthelayer14.Theculturalremainscanbe

classifiedintothreegroups.

Thefirstgroupconsistsofelevenpitsandaditchinthelayer5.Theartifactssuchasa

bulletandceramicsfoundinthelayer5showedthattheculturalremainsofthefirst

groupbelongtothemoderntimes.

Thesecondgroupconsistsofnarrowditchesandmanypits.Theculturalremainsofthe

secondgroupwerefoundinthelayers7and9.HajikiwaresandtheChineseporcelain

foundinthesecondgroupshowedtheycouldbedatedtothemedievaltimes.

Thethirdgroupconsistsofawideditchandnarrowones.Theformerbranchedoutthe

latters.Theculturalremainswerefoundinthelayers11to14.Thelayer13canbe

datedtotheKofunperiodonthegroundofthesherdsofSasanukitypepotteryofthe

sixthcenturyfoundinthesamelayer.

Thephytolithanalysisoftheplantremainscollectedbetweenthelayers2and9,and

betweenthelayers11and14confirmedthattheycultivatedrice.Theditchesexcavated

inthoselayerswereconstructedtoirrigatethericefields.

Inconclusion,theexcavationrevealedthericepaddyfieldsandtheirrigation
constructionsandtheirsystemssuchasditchesandwaterwaysconnectedwithasmall

riverfromtheKofunperiodstothemedievaltimes.
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